
別紙１ 

下関市上下水道局熊野配水場マイクロ水力発電事業仕様書 

 

１ 目的 

  下関市上下水道局熊野配水場マイクロ水力発電事業（以下「本事業」という。）は、下

関市上下水道局（以下「局」という。）が実施する環境施策の一環として、局が所有する

長府配水場３号配水池から熊野配水場への管路において生じる圧力と運用に必要な圧力

との差圧及び当該管路を流れる水量（以下「余剰エネルギー」という。）を活用すること

により、環境負荷の低減を図ることを目的とする。 

 

２ 事業概要  

本事業を実施する事業者（以下「事業者」という。）は、局が提供する余剰エネルギー

を活用し、事業者自らマイクロ水力発電設備（以下「発電設備」という。）を設計、施工

及び維持管理するとともに、発電した電力については、「再生可能エネルギー電気の利用

の促進に関する特別措置法（平成２３年法律第１０８号）」による「再生可能エネルギー

に関する固定価格買取制度」（以下「ＦＩＴ」という。）に基づき、事業者自ら電気事業者

に売却する発電事業を行うものとする。 

なお、事業者は、余剰エネルギーの使用料として発電した電力の売却益の一部及び発電

設備の設置面積より算出した行政財産の使用料を局に支払うものとする。  

  

３ 事業場所  

下関市大学町二丁目 下関市上下水道局 熊野配水場（別添「位置図」参照） 

 

４ 発電設備設置予定箇所 

熊野配水場内（別添「平面図」及び「下関市上水道系統図（２０２４）」参照） 

 

５ 事業期間  

発電開始日から２０年間 

 

６ 用途指定  

本仕様書は、本事業に伴う発電設備の設計、施工及び維持管理の用途のみに使用する

ものとし、その他の目的に使用することはできない。 

  

７ 本事業の対象となる水道施設の能力等 

（１）発電に関する諸条件 

ア 施設状況 

（ア）長府配水場３号配水池 

ａ ＨＷＬ ８６.０ｍ 

ｂ ＬＷＬ ８０.０ｍ 

ｃ 容 量 １２,０００ｍ３／３池 

ｄ 通常の運転における運用水位は、４.０ｍ～５.６ｍの範囲であり、管理上の 

下限水位を３.０ｍとしている。 



 

 

 

（イ）長府配水場３号配水池から熊野配水場間管路 

ａ 令和２２年度まで 

送水管 口径９００ｍｍ ダクタイル鋳鉄管 

なお、一部、塗覆装鋼管あり(約６４０ｍ) 

ｂ 令和２３年度以降 

送水管 口径７００ｍｍ ダクタイル鋳鉄管 

ｃ 延長約６,０００ｍ 

（ウ）熊野配水場 

ａ ＨＷＬ ６６.０ｍ 

ｂ ＬＷＬ ６１.０ｍ 

ｃ 容 量 １１,０００ｍ３／３池 

ｄ 通場の運転における運用水位は、３.０ｍ～４.６ｍの範囲であり、管理上 

の下限水位を３.０ｍとしている。 

（エ）熊野配水場内管路 

ａ 送水管 口径６００ｍｍ ダクタイル鋳鉄管（ＮＳ継手） 

ｂ 延長約１３０ｍ 

イ 利用可能水量（長府配水場３号配水池から熊野配水場送水量） 

（ア）平均２３,６３１ｍ３／日（令和５年度実績、「別表１」参照） 

なお、このうち２,２０２ｍ３／日は、熊野配水場から高尾浄水場へ供給してい  

るものであり、令和２４年度以降は廃止予定である。 

（イ）令和５年度実績の時間当たり送水量は、３９１ｍ３／ｈ～１,７６８ｍ３／ｈの 

範囲であり、常時、送水を行っている。 

（ウ）送水量は、今後の水需要の動向により変動する可能性がある。 

（エ）現在の送水量の調整は、熊野配水場に設置している局が管理する流量調整弁に 

て行っている。 

（オ）本事業開始後の送水量の詳細な運用については、局と事業者との協議による。 

（２）発電開始時期  

令和７年１２月までにＦＩＴの申請を行うものとし、発電開始時期は事業者との協 

議により決定するものとする。  

  

８ 本事業の実施に伴う条件等 

（１）発電設備の設計、施工及び維持管理並びにＦＩＴに基づく売電行為は、すべて事業

者にて行うこと。  

（２）局は、本事業に必要となる余剰エネルギーの提供を行う。合わせて、発電設備を設

置するのに必要な用地について、下関市上下水道局会計規程（平成２６年上下水道局

規程第３号）第１２１条第１項の規定に基づき、使用を許可するものとする。 

（３）電気事業法(昭和３９年法律第１７０号)及びその他関連法令を遵守すること。 

（４）本仕様書及び各要領等の内容を遵守すること。 

（５）本事業を継続して実施できる適切な計画内容及び収支計画であること。 

（６）発電設備の設計、施工、維持管理及び各種手続き等に係る費用は、事業者の負担で

実施すること。 



 

 

 

（７）事業用電気工作物に係る届出及び管理等が必要な場合は、事業者が行うこと。その

他、本事業に必要な関係法令に基づく申請及び諸手続等は、すべて事業者にて行うこ

と。また、電気主任技術者の選任等、事業用電気工作物の保安に関する必要な措置に

ついても、すべて事業者にて行うこと。  

（８）発電設備の設置に必要な用地については、下関市上下水道局会計規程(平成２６年上 

下水道局規程第３号)第１２１条第７項に基づき、規定の額を使用料として事業者が局

に支払うこと。 

（９）発電設備を電力会社の系統に連系するために発生する工事負担金及び設備認定に関

する費用等は、事業者にて負担すること。  

（10）事業を実施する上で関連する施設の改造及び整地等が必要になる場合、局承諾の上、

費用は事業者の負担で実施すること。  

（11）事業者は、本事業の実施に伴い発生した事故及び維持管理上の障害及び苦情等につ

いて、事業者の責において直ちに対処するとともに局に連絡すること。また、局から

事故等の連絡を受けた場合も同様とする。  

（12）事業者が水質及び水道施設に損傷・損害を与えた場合、発電設備の設計、施工及び

維持管理に関する契約内容に適合していないことにより、水道施設等に損害を与えた

場合及びその他事業者の責めに帰すべき事由により局が損害を被った場合は、事業者

がその損害を賠償する義務を負うこと。  

（13）局は、本事業に用いる水量及び水圧について可能な限り条件を維持できるよう努め

るが、本事業期間中保証するものではないこと。  

（14）事業者は、毎月の発電量を翌月の初旬に報告するとともに、年間発電量を各年度終

了後、速やかに局に報告すること。また、マイクロ水力発電の普及及び啓発に資する

施設として、発電状況等のデータの公表に努めること。  

（15）本事業に伴い配水場に立ち入る者は、身辺の衛生に十分注意するとともに、配水場

を汚さないようにすること。  

（16）配水場内での作業に１か月以上継続して従事する者は、従事者を対象に行った検便

（赤痢菌、腸チフス菌、パラチフス菌、サルモネラ及びО－１５７）の結果書の写し

を局の指定する期日までに提出すること。また、検体提出日から６か月を超えて作業

を継続する場合は、再検査し、結果書を局に提出すること。 

なお、再検査に伴う結果書の提出については、検体提出から概ね１か月以内に行う 

こと。 

（17）本事業終了後の発電設備については、局と事業者の協議によるが、事業者負担によ

る撤去及び原状回復を速やかに実施することを原則とする。 

（18）事業者が契約に定める義務を履行しない場合には、契約を解除することがある。こ

の場合、事業者の責任と負担により、速やかに発電設備の撤去及び原状回復を行うこ

と。 

（19）事業者が本事業を継続できなくなった場合、事業者が選定し、局が適切と認めた新

たな事業者に、権利及び義務を継承することができる。 

（20）本事業の実施に伴う紛争等に関しては、局は責任を負わない。事業者として責任あ

る立場で解決すること。  

  



 

 

 

 

９ 発電設備の設計及び施工に当たっての条件等  

（１）本事業の対象となる水道施設の能力を考慮し、適切な発電設備を設計及び施工する

こと。 

（２）発電設備の設計及び施工に当たっては、水道施設に損傷等を与えないよう十分に留

意すること。  

（３）事前に発電設備の仕様及び施工方法等を記した施工計画書を局に提出し、既存の水

道施設の運転に支障が無いよう承諾の上、施工を行うこと。 

（４）発電設備の仕様及び構造については、所要の耐震性能を有するとともに、安全かつ、

騒音及び振動等の対策が講じられたものであること。 

（５）発電設備に異常が発生した際においても、所要の水量及び水質が確保できるよう水

道施設の運転に支障をきたさない安全機構等を組み込んだ構造とすること。また、水

撃作用(ウォーターハンマー)を防止する等、急激に流量を変化させないための機能を

有すること。 

（６）発電設備については、水質に影響を与えない材質並びに構造を有する資機材を使用

すること。また、使用材料(付帯設備を含む。)については、局の承諾を得ること。 

（７）発電設備の運転状況及び故障等の状況を２４時間監視できるようにすること。また、 

商用電源が停止した場合であっても、非常用電源等により監視が可能な仕組みを有す 

ること。 

（８）水道施設の運転に影響を与えることなく施工を行うことを原則とするが、やむを得

ず送水の停止等が必要な場合には、事前に局と調整を行うこと。 

（９）周辺環境に配慮し、良好な工事環境の創造に努めること。 

（10）再生資材・環境負荷の少ない機材(排ガス対策型、低騒音型等)の使用、環境負荷の

少ない工法の採用に努めること。 

（11）コンクリート・アスファルト塊、その他廃材等の発生抑制とリサイクルの推進に努

めること。  

 

１０ 運用上の条件等 

（１）発電設備の維持管理に当たっては、水道施設の安定した運転及び安定給水に影響を

与えないこと。 

（２）発電に利用する水量については、局と協議のうえ決定するものとし、発電設備の運

転・停止については事業者の責任において行うこと。ただし、水道施設本来の目的を

達成するため、局にて臨時に水量を変更することがあるが、その際には事業者も必要

な協力を行うこと。 

（３）維持管理の実施により水質に著しく影響を及ぼした場合、または及ぼす可能性があ

る場合には、速やかに局と協議を行うこと。また、必要に応じて、事業者の責任にお

いて発電設備を撤去し、原状回復すること。 

（４）局が既存の水道施設及び機器類等の維持管理を行うときは、事業者は必要な協力を

行うこと。  

（５）局が緊急対応のため、予告なく水道施設の停止等の措置を講じる場合、その際は事

後連絡となることがある。  



 

 

 

  

１１ その他の条件  

前各号以外に生じた事案及び課題等については、局と事業者にて協議して対応するこ

と。 

 

  



 

 

 

別表１ 

年月 熊野送水量 熊高線送水量 熊野配水量 

２０２３年 ４月 ６８０,６０５ｍ３ ６０,８０５ｍ３ ６０４,３２０ｍ３ 

２０２３年 ５月 ７２７,３８４ｍ３ ６８,１２６ｍ３ ６２５,０１６ｍ３ 

２０２３年 ６月 ７３７,６５８ｍ３ ７３,２４４ｍ３ ６１９,６５５ｍ３ 

２０２３年 ７月 ７９１,１９９ｍ３ ９１,３１２ｍ３ ６５０,９９６ｍ３ 

２０２３年 ８月 ７９４,７５７ｍ３ ９６,３８１ｍ３ ６４８,５０９ｍ３ 

２０２３年 ９月 ７１４,２１４ｍ３ ５７,３５６ｍ３ ６１５,１４２ｍ３ 

２０２３年１０月 ７７２,２８６ｍ３ ７０,６６７ｍ３ ６５３,７３５ｍ３ 

２０２３年１１月 ６９８,０８１ｍ３ ５０,６４２ｍ３ ６１４,７１３ｍ３ 

２０２３年１２月 ７０１,４７６ｍ３ ５４,０４２ｍ３ ６２４,１２８ｍ３ 

２０２４年 １月 ６９７,９２６ｍ３ ５９,２１４ｍ３ ６０８,１４１ｍ３ 

２０２４年 ２月 ６４５,７４１ｍ３ ６１,６９６ｍ３ ５５９,６２６ｍ３ 

２０２４年 ３月 ６８７,４９４ｍ３ ６２,３０２ｍ３ ５９０,１６１ｍ３ 

※１．熊野送水量とは、長府配水場３号配水池から熊野配水場送水量を示す。 

※２．熊高線送水量とは、熊野配水場から高尾浄水場へ供給している水量を示す。 

※３．熊野配水量とは、熊野配水場からの配水量を示す。 
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700・600

急速ろ過池
(GLF)

石原水系間連絡バルブ

HWL135.5　

HWL108.2　

湯の原取水ダム

HWL25.5
LWL21.6

V=2,050,000m3

800800

15.6m2×120m/d×16池
30,000m3/d/16池

前塩素・PAC・活性炭・硫酸

小野ポンプ場

NaClO

供給能力
上　水138,000 m3/日

県工水 50,000 m3/日

Ｐ

Ｐ

ＰＰ

Ｐ

Ｐ

20
0

LWL61.0
HWL66.0

熊野配水場
V=11,000m3

50
0

60
0

35
0

洗浄水槽

ろ過池洗浄

V=500m3

HWL36.2　
LWL32.7　

吉見配水場
V=2,000m3

∞

Ｐ

40 75

御崎地区

LWL 1.97
HWL19.97
GL 26.97

御崎ポンプ場
1.1kW×1台
18L/min

NaClO

600
バイパス

NaC
LO

Ｐ

4.8m3/min　

旭洋造船（株）
出口産業（株）
中国電力（株）

下関ｱｻﾉｺﾝｸﾘー ﾄ（株）
（株）ブリヂストン
（株）神戸製鋼所

２号着水井

NaClO

200

NaClO　

2号送水系

1号送水系　

Ｐ

高畑・浜浦台地区

30
0

LWL105.0
HWL109.0

高畑配水場
V=1,000m3

Ｐ

Ｐ

LWL209.0
HWL212.0

奥山配水場
 V=300m3

LWL57.5
HWL59.5

御崎配水場
(FRP)
V=12.5m3

∞

Ｐ

LWL29.0
HWL31.0 LWL105.0

HWL107.4

Ｐ

600

40
0

60
0

50
0

＜長府浄水場＞

700

70
0

50
0

90
0

900

＜高尾浄水場＞

＜吉母飲用水供給施設＞

新椋野ポンプ場
30
0 V=2,000m3

新椋野配水場

450

Ｐ
LWL46.8
HWL47.8

清末小野ポンプ場

2.2kW×2台
0.04m3/min

HWL97.5

清末小野配水場
V=65m3

50

阿内小野

15
0

NaClO

清末配水場
V=5,000m3

HWL68.0
LWL63.0

HWL21.25
LWL17.75

清末ポンプ場

110kW×2台
6.95m3/min

V=420m3

NaCLO

45
0

600

50
0

30
0

200

400

＜松小田調圧場＞
GL 5.5

45
0

Ｐ 松小田北町
GL 51.0

富士見台ポンプ場

5.5kW×2台
0.18m3/min

V=10m3
∞50

LWL83.00
HWL88.05

NaClO

20
020
0

奥山工場

長府黒門

LWL74.6
HWL77.6

羽衣配水場

15
0 V=120m3

Ｐ

∞

Ｐ

Ｐ

20
0

LWL34.56
HWL36.55

四王司ポンプ場

30kW×2台
1.0m3/min

GL 35.0

田倉ポンプ場
15kW×2台
1.44m3/min

勝山
田倉御殿町

HWL91.6
LWL88.6

15
0

田倉配水場

差葉ポンプ場
1.5kW×2台

V=200m3

V=30m3

差葉団地

GL 62.7

15
0

勝山
勝谷新町

HWL115.0
LWL110.0

四王司配水場

30
0

四王司高区

 V=600m3

20
0

LWL95.5
HWL99.0

勝谷配水場
V=1,050m3

25
0

15
0

Ｐ

15
0

Ｐ

Ｐ

10
0

∞

みどりヶ丘ポンプ場

3.7kW×2台
0.30m3/min

V=4m3（FRP)

高地50Ｐ
GL 75.6

ＰＡＣ

前塩素

400

20
0

V=175m3
90kW×2台
3.12m3/min

HWL20.60
LWL16.95

HWL96.05
LWL91.05

　

下関市（大和町・彦島）工業用水道

　キャボットジャパン（株）     1,200m3/日

　環境部彦島工場　　　          1,000m3/日

∞40

王司員光ポンプ場
3.7kW×2台
0.135m3/min

Ｐ 員光園
GL 39.5

50

40

清末畑組ポンプ場

0.115m3/min

Ｐ ∞ 畑組地区
GL 38.7

Ｐ ∞

0.08m3/min

25

LWL58.0
HWL63.5

尾袋配水場

吉見
吉母 100

妙寺ポンプ場

0.46m3/min
5.5kW×2台

V=1,000m3

Ｐ

40
0

GL23.6
∞

HWL4.85
LWL2.85

吉母ポンプ場

50

Ｐ

∞

NaClO

永田
妙寺

妙寺配水場
(FRP)

LWL68.50
HWL73.26

 V=50m3

15
0

LWL70.5
HWL74.4

吉母配水場
(FRP)

吉母大河原
 V=20m3

15
0

40
0

25
0

Ｐ
0.28m3/min
3.7kW×2台
配水ポンプ

1,443m2×5m/d×3池
7,600m3/d/2池

緩速ろ過池

150cc/min×2台
貯蔵槽1.0×2基
次亜塩素酸ﾅﾄﾘｳﾑ

１号配水池
NaCLO

LWL56.9
HWL60.5

２号配水池
V=10,000m3

V=8,000m3

80
0

60
0

45
0

500

LWL61.0
HWL65.5

1000

＜日和山浄水場＞

GL 26.88

132kW×2台
13.4m3/min

彦島ポンプ場
Ｐ

60
0

∞

75

六連島

50

Ｐ

HWL19.49
LWL18.49

六連島ポンプ場

5.5kW×2台

＜六連島＞

V=8.3m3
40

HWL23.5
LWL21.5

∞

60
0

彦島配水場

LWL65.4
HWL72.1

V=10,000m3

700
LWL64.55
HWL66.55

六連島配水場
 V=30m3

NaCLO

75

10
0

∞

Ｐ

HWL34.0
LWL32.0

桜ヶ丘ポンプ場

11kW×2台
0.5m3/min

4～6㎏/cm2
圧力タンク

V=30m3

ひまわりポンプ場

75

彦島桜ヶ丘

100

15
0

彦島地区

450
450

45
0

馬島(北九州市)

長府地区

LWL95.0

 V=30m3
5.5kW×2台
0.1m3/min

15
0

内日第１配水場

V=227m3
（赤田代配水場）

内日第２配水場
（江後配水場）

V=270m3

L=410m
海底送水管 L=2,490m海底送水管

HWL11.66
LWL 8.66

NaCLO

蓋井島ポンプ場
V=22m3

蓋井島配水場
∞

1.1kW×2台

65

HWL42.90

50

＜蓋井島＞

75

新(SUS)

海底送水管

75

Ｐ

75

 L=11,229m

蓋井島内

吉母

∞

10
0

50

NaClOLWL37.05
HWL38.35

蒲生野ポンプ場

3.7KW×2台
0.06m3/min

HWL103.45
LWL101.95

蒲生野配水場
(FRP)
V=15m3

V=9.75m3

∞

∞
10
0

Ｐ

300

400 冨任
福江大塚

105.0 L/min（実測値）

王司山田ポンプ場
王司山田地区

（15m3＋45m3）
V=60m3

HWL42.90
LWL40.70

（既 配水池）

既

GL 38.8

LWL41.40

　三井化学（株）　　　          5,310m3/日

NaCLO

1.1kW×2台（ユニットタイプ）

2.2kW×2台（ユニットタイプ）

　　 　

凡　例
原水
処理水
浄水
超音波流量計
電磁流量計

水質監視装置
量水器

次亜塩素酸ｿー ﾀ゙

∞
NaClO

ﾍ゙ ﾝﾁｭﾘー 式流量計他

内日地区

菊川町 （日新・久野地区の一部地域）

0.28m3/min

V=20m3×2池

V=1.6m3

NaClO

熊野団地(ﾌｫﾚｽﾄﾀｳﾝ)
学園町

∞Ｐ
彦島

ひまわり団地

GL 42.0

7.5kW×2台（ユニットタイプ）
0.67m3/min

NaCLO

吉田第２ポンプ場

5.5kW×2台
0.2m3/min

V=24m3

HWL57.0
LWL55.0

Ｐ

HWL22.3
LWL20.3

吉田第１ポンプ場

22kW×2台
1.11m3/min

V=120m3

吉田

30
0

20
0

Ｐ

LWL70.0
HWL74.0

吉田第１配水場
V=600m3

20
0

150

菊川町(保木地区・大野の一部地区)

王喜地区

150

市工水 24,000 m3/日

Ｒ

Ｍ 30％固定

60
0

南部

HWL96.05
LWL91.05

椋野配水場
V=1,000m3Ｐ

椋野ポンプ場
37kW×2台
1.39m3/min

GL 19.8LWL30.45
HWL33.45

小月

Ｐ
一本松ポンプ場

100
GL 41.3

0.45m3/min

5.5kW×2台
（ユニットタイプ）

菊川町

Ｐ

原水ポンプ

17.4m3/min

形山
みどり町

緩速ろ過池
1,335m2×3m/d×4池

20,000m3/d/3池

NaCLO　

2.89L/min×2台（高沈）
2.23L/min×1台（高沈）
1.30L/min×1台（横沈）

PAC　
薬注ポンプ

NaClO　

排水処理設備

排水・排泥池汚泥引抜ポンプ 15kW×2台　1.43m3/min
濃縮槽汚泥引抜ポンプ　　    11kW×2台　1.10m3/min

上澄水返送ポンプ             37kW×3台　3.64m3/min
送泥ポンプ　　               13kW×2台　2.8m3/min
濃縮槽　　　　            　 1921m3×2池
排水・排泥池　　　           698.7m3×4池

NaClO　

300200

一本松地区

(菊川管内)

NaClO　

NaClO　

契約水量　　　　　         　21,310m3/日
　林兼産業（株）　　　          3,700m3/日

　彦島製錬（株）　　　          4,500m3/日

薬注設備

薬注設備

貯留槽　15.0m3×2槽

1,416.3cc/min×1台（高沈中塩用）
878.3cc/min×2台（高沈後塩用）

1,098.0cc/min×1台（横沈前塩用）
418.8cc/min×2台（横沈中塩用）
164.7cc/min×4台（横沈後塩用）
329.3cc/min×2台（緩速後塩用）

1,888.5cc/min×1台（高沈前塩用）

薬注設備
次亜塩素酸ﾅﾄﾘｳﾑ

600
LWL61.0
HWL66.0

路上縁切り

0.15m3/min

10
0

吉田第２配水場

LWL104.0
HWL107.0

V=180m3

湯谷

10
0

吉見奥畑地区200

V=126m3

Ｐ

45kW×2台

NaClO

一の瀬配水池
V=1,000m3

2.36m3/min ▼

＜吉見ポンプ場＞

吉見ポンプ場

V=1,000m3

250

一の瀬第２配水池

(豊浦管内)

豊洋台配水池・一の瀬地区

V=90m3

平成27年12月14日より休止中

（平成26年11月より休止中）

1,057m3×5m/d×3池
1,109m3×5m/d×1池緩速ろ過池

※ 2号池　休止中

HWL60.89
LWL57.39

HWL106.61
LWL101.61

HWL106.66
LWL101.66

日和山周辺高台100

∞

15kW×2台
0.633m3/min

Ｐ
工水ポンプ

8.4m3/min
２号分水井

(3号休止中)

250kW×3台45kW×2台

ポンプ(高圧電動機)
ポンプ(低圧電動機)Ｐ

Ｐ

令和６年８月３０日現在(令和６年９月作成)

下 関 市 上 水 道 系 統 図（ ２０２４ ）

ポンプ井

　下関バイオマスエナジー（同） 5,100m3/日
　オルネクスジャパン（株） 　　  500m3/日

Administrator
長方形


